
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

二
九
四

今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

本
朝
法
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験
記
へ
の
増
補
を
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ぐ
っ
て
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は
じ
め
に

　
今
昔
物
語
集
（
以
下
『
今
昔
』
と
略
称
す
る
）
の
文
体
研
究
を
顧
み
る
と
き
、

前
半
・
後
半
に
偏
る
語
句
や
、
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
広
く
全
巻
に
分
布
し
て
い

る
よ
う
な
語
句
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
漢
文
訓
読
体
・
和
文
体
な
ど
の
類
型
的

文
体
の
面
と
関
連
づ
け
て
作
者
の
文
体
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

『
今
昔
』
と
い
う
一
作
品
の
文
体
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、
個
性
的
文
体
の
側

面
を
一
方
で
意
識
す
べ
き
で
あ
る
が
、
従
来
は
そ
の
よ
う
な
類
型
的
文
体
の
面

か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
た
め
、
様
々
な
文
体
の
要
素
が
混

交
し
て
い
る
事
実
に
突
き
当
た
り
、
か
え
っ
て
そ
の
文
体
形
成
の
実
態
が
明
確
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で
な
く
な
っ
て
い
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
稿
者
は
、
『
今
昔
』
の
複

合
動
詞
や
、
「
事
無
限
シ
」
「
更
二
無
シ
」
な
ど
の
頻
出
す
る
語
句
を
取
り
上
げ
、

そ
の
文
体
基
調
を
漢
文
訓
読
文
的
な
も
の
と
考
え
る
立
場
を
と
り
な
が
ら
、
特

に
『
今
昔
』
が
そ
の
よ
う
な
文
体
を
採
る
背
景
と
し
て
、
『
今
昔
』
の
出
典
と

し
て
最
も
多
く
の
話
数
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
本
朝
法
華
験
記
』
（
以
下
『
法

華
』
と
略
称
し
、
そ
れ
を
出
典
と
す
る
『
今
昔
』
の
説
話
を
『
法
華
』
依
拠
説

話
と
称
す
る
）
の
影
響
が
大
き
い
点
を
指
摘
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
論
考
を
承
け
て
、
「
事
無
限
シ
」
や
「
更
二
無
シ
」

な
ど
の
特
定
の
否
定
表
現
に
止
ま
ら
ず
、
「
無
シ
」
「
不
－
ズ
」
な
ど
広
く
否
定

表
現
全
般
を
取
り
上
げ
、
そ
の
使
用
頻
度
や
、
『
法
華
』
へ
の
増
補
の
方
法
の

面
か
ら
、
『
今
昔
』
の
個
性
的
文
体
の
形
成
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
と

考
え
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
『
今
昔
』
と
同
文
的
な
類
話
を
持
つ
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

（
以
下
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
本
文
を
『
宇
治
』
と
略
称
し
、
そ
れ
と
関
連
す
る

『
今
昔
』
の
説
話
を
『
宇
治
』
関
連
説
話
と
称
す
る
）
を
同
時
に
取
り
上
げ
、

比
較
す
る
。
『
宇
治
』
は
『
今
昔
』
と
の
類
話
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
従
来



の
研
究
で
は
、
両
作
品
は
散
逸
『
宇
治
大
紬
言
物
語
』
を
共
通
の
母
胎
と
す
る

作
品
で
あ
り
、
『
今
昔
』
と
は
直
接
の
伝
承
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
『
法
華
』
の
よ
う
な
、
『
今
昔
』
の
直
接
的
な
出
典
と

は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
『
宇
治
』
が
『
今
昔
』
と
同
じ
く
『
宇
治
大
納
言
物

語
』
の
面
影
を
伝
え
る
も
の
と
す
れ
ば
、
『
今
昔
』
と
『
宇
治
』
と
の
比
較
に

よ
っ
て
、
『
今
昔
』
の
側
に
付
加
さ
れ
た
特
徴
を
問
接
的
に
窺
う
こ
と
も
で
き

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
録
で
、
『
今
昔
』
と
同
文
の
度
合
い
が
強
い
と
さ
れ
た
六
一
話
を
取
り
上
げ
、

『
法
華
』
と
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

否
定
表
現
の
概
観

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
否
定
表
現
は
、
「
不
－
ズ
」
「
無
シ
」
が
大
部
分
を
占
め
る

が
、
そ
の
他
に
「
不
行
デ
」
「
不
行
ジ
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
否
定
の
接
続
助

詞
「
で
」
・
打
ち
消
し
推
量
の
助
動
詞
「
じ
」
「
ま
じ
」
を
含
め
て
い
る
。
ま
た
、

「
無
シ
」
の
例
で
は
、
「
由
無
シ
」
「
並
無
シ
」
「
疑
ヒ
無
シ
」
「
量
無
シ
」
「
限
無

シ
」
の
よ
う
な
定
型
的
な
表
現
も
含
め
た
。
た
だ
し
、
「
止
事
無
シ
」
（
や
む
ご

と
な
し
）
「
墓
無
シ
」
「
四
度
ヶ
無
シ
」
「
破
無
シ
」
（
わ
り
な
し
）
は
、
一
語
と
考

え
て
、
除
外
し
た
。
な
お
、
「
な
し
」
の
表
記
は
「
無
」
に
統
一
し
て
示
し
た
。

　
こ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
否
定
表
現
の
量
を
、
『
法
華
』
『
宇
治
』
と
の
比
較

に
お
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
調
査
方
法
と
し
て
は
、
『
今
昔
』
と
『
法
華
』

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

『
宇
治
』
に
お
け
る
出
典
・
類
話
と
比
較
し
、
否
定
表
現
の
増
補
・
削
除
の
状

況
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
（
表
１
）
は
、
『
今
昔
』
の
否
定
表
現
で
、
出
典
に

対
す
る
完
全
な
増
補
部
分
に
現
れ
た
数
と
、
出
典
の
肯
定
表
現
か
ら
の
言
い
換

え
で
現
れ
た
数
、
さ
ら
に
そ
れ
を
合
計
し
例
数
で
割
っ
て
増
補
率
を
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
（
表
２
）
は
、
（
表
１
）
に
あ
る
増
補
の
方
法
の
比
率
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
表
１
）
出
典
の
増
補
の
方
法
と
増
補
率

『
法
華
』
依
拠

『
宇
治
』
関
連

例

数

九
〇
一

八
四
九

完
全
増
補

四
〇
九

二
五
二

肯
定
の
言
い
換
え

五
五

二
七

増
補
の
比
率

五
一
・
五
％

三
二
・
九
％

（
表
２
）
増
補
の
比
率

『
法
華
』
依
拠

『
宇
治
』
関
連

完
全
増
補

八
八

・
　
％

九
〇
・
三
％

肯
定
の
言
い
換
え

十
一
・
九
％

九
・
七
％

（
表
３
）
『
法
華
』

の
上
位
３
０
字

↓
止

則川字漢数例
１法８４８

不０８６

経８３６

４人７３６

３９４

有１６４

９

９
］

４

謂！１４

此２０４

１
０生８９３

ｕ其４５３
１
２

・
Ｌ４３３

１
３之６１３
１
４大４１３

”２１３

”僧１０３
１
７是４９

ワ
］

！
８見９８２
１
９我７８

ワ
］

２
０所５７

ワ
一

２
ユ以０７

９
］

２
２仏９６

り
】

２
３来８６

９
］

２
４無７６

ワ
】

２
５時３５

９
］

２
６８４

ワ
］

２
６持８４

り
］

２
８十４４

９
』

２
９年

９
】

４

り
］

３
０身８３

り
］

二
九
五
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（
表
４
）
漢
文
で
の
「
不
」
「
無
」
の
使
用
順
位

品
作

記
事
古

紀
書
本
日

記
土
風
陸
常

記
土
風
雲
出

記
土
風
磨
播

記
土
風
前
肥

記
異
霊
本
日

稿
文
諦
諏
寺
大
東

集
家
氏
田

記
門
将

文
解
国
張
尾

記
権

記
白
関
堂
御

記
験
華
法
朝
本

粋
文
朝
本

記
話
奥
陸

来
往
古
本
寺
山
高

不
下
以
位
３
０

位
１
５

位
２
１

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

位
４

位
２

位
１

位
９

位
５

下
以
位
３
０

位
７

下
以
位
３
０

位
２

位
２

位
５

位
２

無
下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

位
３

位
２

下
以
位
３
０

位
３
０

下
以
位
３
０

位
２
９

下
以
位
３
０

位
２
４

位
１
８

下
以
位
３
０

下
以
位
３
０

　
（
表
１
）
に
よ
る
と
、
『
法
華
』
『
宇
治
』
の
い
ず
れ
を
出
典
・
類
話
と
す
る

場
合
で
も
、
『
今
昔
』
の
み
に
見
ら
れ
る
増
補
の
例
が
、
『
今
昔
』
の
用
例
の
か

な
り
の
割
合
を
占
め
、
こ
と
に
『
法
華
』
依
拠
説
話
の
場
合
に
は
約
半
数
の
四

六
四
例
（
五
一
・
五
％
）
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
増
補

の
方
法
と
し
て
は
、
（
表
２
）
の
よ
う
に
、
『
法
華
』
『
宇
治
』
の
い
ず
れ
の
依

拠
説
話
に
お
い
て
も
、
『
今
昔
』
の
否
定
表
現
の
増
補
に
よ
る
も
の
が
、
肯
定

表
現
の
言
い
換
え
に
よ
る
も
の
の
数
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

『
今
昔
』
で
は
、
出
典
・
類
話
に
対
し
て
、
積
極
的
に
否
定
表
現
を
付
加
し
て

お
り
、
否
定
表
現
の
増
補
さ
れ
る
比
率
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺

二
九
六

え
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
『
法
華
』
依
拠
説
話
に
お
い
て
否
定

表
現
の
増
補
が
多
い
か
ら
と
言
っ
て
、
も
と
も
と
『
法
華
』
は
否
定
表
現
が
少

な
い
作
品
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
本
書
は
本
邦
の
漢
文
の

中
で
も
特
に
否
定
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
特
徴
的
な
作
品
の
一
っ

で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
（
表
３
）
に
『
法
華
』
の
漢
字
の
上
位

３
０
字
を
挙
げ
て
お
い
た
が
、
１
位
の
「
法
」
に
つ
い
で
「
不
」
は
第
２
位
の
、

「
無
」
は
第
２
４
位
の
使
用
量
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
「
法
」
を
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
法
華
経
』
に
関
わ
る
漢
字
と
し
て
例
外

扱
い
す
る
な
ら
ば
、
文
体
に
関
わ
っ
て
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
の
は
「
不
」
で

あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
こ
で
他
の
作
品
の
傾
向
を
見
る
た
め
に
、
（
表
４
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
氏
の
作
成
さ
れ
た
調
査
結
果
を
抄
出
し
た
が
、
否
定
表
現
の
頻
度
は
、
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ば
『
古
事
記
』
よ
り
は
漢
籍
の
影
響
の
濃
い
『
日
本
書
紀
』
に
「
不
」
が
多
く
、

『
風
土
記
』
の
中
で
は
四
六
騨
麗
文
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
常
陸
風
土

　
記
』
に
「
不
」
が
多
い
こ
と
な
ど
、
漢
文
の
修
辞
法
と
の
関
連
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
権
記
』
『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
の
修
飾
の
少
な
い
記
録
文
に
は

例
が
少
な
い
が
、
『
本
朝
文
粋
』
を
始
め
『
日
本
霊
異
記
』
『
将
門
記
』
『
尾
張

国
解
文
』
『
陸
奥
話
記
』
の
ご
と
く
対
句
な
ど
の
漢
文
的
修
辞
を
用
い
る
漢
詩

漢
文
に
か
な
り
多
く
の
否
定
表
現
が
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
、
対
句
的
表
現
を
多

用
す
る
も
の
と
し
て
、
漢
詩
の
『
田
氏
家
集
』
で
は
「
不
」
「
無
」
が
１
位
２



位
を
占
め
、
ま
た
諏
諦
文
の
『
東
大
寺
諏
諦
文
稿
』
で
も
２
位
３
位
を
占
め
て

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
え
よ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
そ
れ
ら
修
辞
的
な
文
体
に
多
く
の
否
定
表
現
が
用
い
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
小
川
輝
男
氏
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
否
定
表
現
は

「
想
起
的
残
像
性
」
「
娩
曲
的
迂
回
性
」
「
回
避
的
限
定
性
」
な
ど
の
、
肯
定
表

現
に
な
い
効
果
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
か
れ
は
超
人
的

な
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
肯
定
で
述
べ
る
の
に
対
し
て
「
凡
人
の
及
ば
ぬ
力
を

持
っ
て
い
る
」
と
す
る
方
が
、
か
え
っ
て
読
者
に
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
原
重
一
氏
が
「
否
定
は
相
手
の
知
性
に
一
種
の
揺

さ
ぶ
り
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
価
値
関
係
を
替
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と

同
時
に
、
相
手
の
情
意
に
訴
え
無
限
深
淵
の
世
界
へ
目
を
向
け
さ
せ
、
創
造
的

発
想
を
う
な
が
す
」
と
し
た
の
は
、
そ
の
効
果
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ

れ
に
加
え
、
例
の
多
い
作
晶
で
は
、
次
の
よ
う
に
否
定
を
繰
り
返
す
対
句
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
、
用
例
数
を
倍
加
さ
せ
る
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
○
金
波
不
結
雲
端
注
、
玉
鏡
無
収
雪
裏
懸
〔
金
波
結
ば
ず
雲
端
注
ぎ
、
玉

　
　
　
鏡
収
む
る
こ
と
無
し
雲
裏
懸
く
〕
（
『
田
氏
家
集
』
雌
一

　
　
〇
難
世
間
ナ
カ
ニ
多
男
而
無
似
父
君
二
男
雛
国
内
多
女
而
無
似
母
氏
二
女

　
　
　
〔
世
の
間
に
男
多
し
と
難
も
父
君
に
似
た
る
男
無
し
。
国
の
内
に
女
多

　
　
　
し
と
難
も
母
氏
に
似
た
る
女
無
し
〕
（
『
東
大
寺
諏
諦
文
稿
』
）

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
法
華
』
の
否
定
表
現
の
多
さ
は
、
本
書
が
四
六
騨
麗

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

　
　
　
ふ
一

文
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
と
推
考
さ
れ
る
。

こ
の
点
、
漢
籍
仏
典
の
修
辞
を
用
い
る
こ
と
は
『
日
本
霊
異
記
』
『
日
本
往
生

極
楽
記
』
な
ど
の
作
品
も
同
じ
傾
向
が
あ
る
が
、
否
定
表
現
の
多
さ
で
は
、
特

に
本
書
の
著
し
い
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
『
法
華
』
に
対
し
て
、
『
今
昔
』
編
者
が
否
定
表
現
を
さ
ら
に

多
く
増
補
し
た
こ
と
は
、
『
法
華
』
の
文
体
特
徴
を
よ
く
受
け
継
い
だ
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
稿
者
は
、
『
今
昔
』
の
用
語
が
、
『
法
華
』
の
用
語
を
直

訳
の
形
で
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
自
家
薬
篭
中
の
も
の
と
し
て
自

由
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
が
、
否
定
表
現
全

般
に
お
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
法
華
』
の
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
「
事
無
限
シ
」
「
更
二
無
シ
」
も
、
大
き
く

捉
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
『
法
華
』
の
否
定
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

で
あ
る
。
以
下
の
章
で
は
、
旦
一
体
的
な
表
現
に
即
し
て
、
旦
一
体
的
な
使
用
状
況

を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

二
、
否
定
表
現
の
効
果

次
に
、
『
今
昔
』
の
否
定
表
現
の
増
補
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
表
現
効
果
を

挙
げ
て
い
る
か
、
『
法
華
』
依
拠
説
話

て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

【
Ａ
】
対
句
に
よ
る
否
定
の
連
続

・
『
宇
治
』
関
運
説
話
と
の
比
較
に
よ
っ

　
　
　
　
二
九
七



　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

　
前
節
で
は
、
『
今
昔
』
が
否
定
表
現
を
増
補
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘

し
た
が
、
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
否
定
表
現
が
連
続
的
に
使
用
さ
れ
る
も
の

が
生
じ
て
い
る
（
以
下
、
－
線
部
は
『
法
華
』
『
宇
治
』
の
否
定
部
分
と
そ

れ
に
対
応
す
る
『
今
昔
』
の
否
定
部
分
、
　
　
線
部
は
否
定
の
増
補
部
分
）
。

　
　
○
見
レ
バ
、
泥
ニ
モ
不
稜
ズ
、
水
ニ
モ
不
濯
ズ
、
疵
モ
無
テ
有
レ
バ
、
父

　
　
　
母
喜
テ
、
懐
キ
取
テ
、
「
奇
異
也
」
ト
思
テ
、
返
リ
行
ヌ
。
（
『
今
昔
』

　
　
　
十
二
・
３
３
）

　
　
　
泥
水
不
稜
、
一
分
無
疵
、
父
母
諸
人
併
乳
母
等
抱
取
。
（
『
法
華
』
下
・

　
　
　
８
２
）

右
の
例
で
は
、
「
泥
水
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
水
ニ
モ
不
濯
ズ
」
を
、
対
句
的

に
配
し
て
い
る
。

　
　
○
近
ク
寄
テ
見
レ
バ
、
火
モ
無
シ
、
笠
モ
無
シ
、
聖
人
ノ
共
二
人
無
ク
シ

　
　
　
テ
燭
リ
行
ク
（
『
今
昔
』
巻
十
三
・
５
）

　
　
○
人
見
走
行
近
見
之
、
無
火
、
無
人
、
聖
人
濁
行
（
『
法
華
』
中
・
６
５
）

右
の
例
は
、
直
前
に
「
前
に
は
火
を
持
た
る
人
有
り
、
後
に
は
笠
を
着
た
る
人

有
り
」
と
あ
る
の
を
承
け
、
そ
れ
を
近
く
で
見
た
と
い
う
文
脈
か
ら
補
足
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
念
の
た
め
、
『
法
華
』
の
彰
考
館
本
な
ど
を
見
た
が
異
同
は

な
い
）
。

　
○
…
：
・
ト
諦
シ
テ
、
暫
ク
阿
闇
梨
ノ
法
花
経
諦
ス
ル
聞
キ
テ
、
不
見
ズ
。
即

　
　
チ
、
阿
閣
梨
、
奇
異
ク
思
テ
、
「
何
コ
ヘ
行
ヌ
ル
ゾ
」
ト
思
テ
求
ル
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八

　
　
更
二
無
シ
。
遂
二
誰
ト
不
知
ザ
ル
ニ
依
テ
、
「
天
童
ノ
下
テ
我
レ
ヲ
讃
ム

　
　
ル
也
ケ
リ
」
ト
知
テ
、
涙
ヲ
流
シ
テ
貴
ブ
事
無
限
シ
。
（
『
今
昔
』
十
二
・

　
　
３
７
）

　
○
如
是
讃
嘆
聴
法
華
経
（
『
法
華
』
下
・
８
７
）

右
の
例
は
、
「
不
見
ズ
」
以
降
は
『
法
華
』
の
内
容
に
な
い
叙
述
を
ま
る
ま
る

増
補
し
た
場
合
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
増
補
の
事
情
は
異
な
る
が
、
総
じ
て
言
え
ば
、
否
定
表
現
の

連
続
に
は
あ
る
ね
ら
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
例
と
第
二
例

で
は
各
々
、
「
泥
ニ
モ
ー
」
「
水
ニ
モ
ー
」
、
「
火
モ
ー
」
「
笠
モ
ー
」
は
表
現
上

は
対
句
の
リ
ズ
ム
を
利
用
し
な
が
ら
、
内
容
上
は
事
柄
を
個
々
に
分
け
具
体
的

に
詳
述
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
第
三
例
の
長

文
の
補
足
の
場
合
で
も
「
…
…
無
シ
」
「
…
…
不
知
ザ
ル
」
は
、
い
ず
れ
も

「
…
…
不
見
ズ
」
の
内
容
の
言
い
換
え
で
あ
っ
て
、
同
内
容
を
繰
り
返
し
補
足

し
て
詳
述
し
よ
う
と
す
る
態
度
生
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
対
句
に
よ
る
リ

ズ
ム
」
を
利
用
し
た
技
法
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
表
現
内
容
の
補
足
」

を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
否
定
表
現
の
多
く
増
補
さ
れ
る

理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
右
の
例
の
よ
う
な
対
句
で
連
用
形
・
終
止
形
同
士
を
連
続
的

に
配
す
る
用
法
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
は
『
宇
治
』
の
原
文
な
ど
に
は
見
出
し

え
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
『
法
華
』
の
原
文
と
、
そ
の
翻
訳
部
分
に
は
見
出
す



こ
と
が
出
来
る
。

　
　
○
法
花
経
ヲ
受
習
テ
、
日
夜
二
諦
シ
、
更
二
他
ノ
経
ヲ
不
読
ズ
、
亦
、
真

　
　
　
言
ヲ
不
持
ズ
、
顕
教
ヲ
不
習
ズ
、
何
況
ヤ
、
俗
典
ヲ
を
不
好
ズ
。
（
『
今

　
　
　
昔
』
十
四
・
１
２
）

　
　
○
只
諦
法
華
不
読
他
経
。
不
習
俗
典
。
不
持
基
言
。
不
学
顕
経
。
（
『
法

　
　
　
華
』
３
１
）

　
ま
た
、
先
出
の
よ
う
な
『
法
華
』
依
拠
説
話
の
増
補
部
分
や
『
宇
治
』
関
連

説
話
の
増
補
部
分
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
『
法
華
』
な
ど
の
漢
文

の
用
法
の
影
響
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
『
今
昔
』
独
自
の
表
現
特
徴
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
増
補
に
よ
る
用
例
数
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
表
５
）
増
補
に
よ
る
対
句
形
式

増
補
部
分

終
止
形
連
続

連
用
形
連
続

『
法
華
』
依
拠
説
話

十
三七

『
宇
治
』
関
連
説
話

八

十
一

次
に
、
『
宇
治
』
関
連
説
話
の
中
か
ら
、
『
今
昔
』
の
否
定
表
現
の
増
補
に
よ
っ

て
対
句
的
な
形
式
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
例
を
挙
げ
て
お
く
。
い
ず
れ
も
、

『
今
昔
』
の
方
が
リ
ズ
ム
感
の
上
で
効
果
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。　

　
○
大
衆
、
各
此
ヲ
聞
テ
咲
ヒ
潮
弄
シ
哩
シ
ル
事
無
限
シ
。
弟
子
ノ
比
丘
、

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

　
　
　
此
ヲ
見
聞
ク
ニ
、
恥
シ
ク
悲
ク
思
フ
事
無
限
シ
（
『
今
昔
』
四
・
６
）

　
　
○
人
々
笑
ふ
事
か
ぎ
り
な
し
。
弟
子
の
僧
、
生
き
た
る
に
も
あ
ら
ず
、
死

　
　
　
に
た
る
に
も
あ
ら
ず
お
ぼ
え
け
り
（
『
宇
治
』
皿
）

　
　
○
然
レ
ド
モ
、
雨
降
ル
ト
テ
モ
不
障
ズ
、
風
吹
ク
ト
テ
モ
不
止
ズ
、
雷
電

　
　
　
ス
ト
テ
モ
不
恐
レ
ズ
、
冬
ノ
寒
シ
、
凍
レ
ル
ニ
モ
、
夏
ノ
熱
ク
難
堪
キ

　
　
　
ニ
モ
、
一
日
ヲ
不
閥
ズ
、
必
ズ
上
テ
此
ノ
卒
塔
婆
ヲ
礼
ミ
ケ
リ
（
『
今

　
　
　
昔
』
十
・
３
６
）

　
　
○
雨
ふ
り
、
雪
ふ
り
、
風
吹
、
い
か
ず
ち
な
り
、
し
み
氷
た
る
に
も
、
又

　
　
　
あ
っ
く
苦
き
夏
も
、
一
日
も
か
か
ず
、
か
な
ら
ず
の
ぼ
り
て
、
こ
の
卒

　
　
　
塔
婆
を
見
け
り
（
『
宇
治
』
３
０
）

　
　
○
此
ヲ
思
フ
ニ
、
物
忌
ニ
ハ
、
音
ヲ
高
ク
シ
テ
人
二
不
可
令
聞
カ
、
亦
外

　
　
　
ヨ
リ
来
ラ
ム
人
ニ
ハ
努
〃
不
可
会
（
『
今
昔
』
二
十
四
・
１
９
）

　
　
○
さ
れ
ば
、
物
忌
に
は
、
声
た
か
く
、
余
所
の
人
に
は
あ
ふ
ま
じ
き
な
り

　
　
　
（
『
宇
治
』
ｍ
）

【
Ｂ
】
そ
の
他
の
否
定
表
現
の
効
果

　
次
に
、
内
容
面
か
ら
、
「
表
現
内
容
の
補
足
」
と
い
う
効
果
に
関
わ
る
点
を

考
察
し
た
い
。
次
に
こ
れ
を
、
「
イ
メ
ー
ジ
の
明
確
化
」
「
印
象
的
効
果
」
に
分

け
て
、
増
補
の
方
法
を
指
摘
す
る
。

（
１
）
イ
メ
ー
ジ
の
明
確
化
。

¢
否
定
表
現
の
繰
り
返
し
に
よ
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九



　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

　
こ
れ
は
、
否
定
表
現
を
繰
り
返
し
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
物
・
状
況
・

思
考
な
ど
の
あ
る
面
を
強
調
し
、
そ
の
性
格
や
場
面
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
増
補
の
多
く
は
こ
の
意
図
が
あ
ろ
う
。

　
　
○
日
夜
繕
牒
二
法
花
経
ヲ
読
諦
シ
テ
更
二
鹸
ノ
思
ヒ
無
シ
。
形
、
俗
ト
云

　
　
　
ヘ
ド
モ
、
所
行
貴
キ
僧
二
不
異
ズ
。
然
レ
バ
、
其
ノ
国
ノ
人
、
此
レ
ヲ

　
　
　
名
付
テ
、
翁
和
尚
ト
云
フ
。
衣
食
ノ
便
無
ク
シ
テ
、
人
ノ
訪
ヒ
ヲ
期
ス

　
　
　
レ
バ
、
常
二
乏
キ
事
無
限
シ
。
若
シ
、
食
物
有
ル
時
ハ
、
即
チ
山
寺
二

　
　
　
持
行
テ
、
其
レ
ヲ
便
ト
シ
テ
篭
居
テ
法
華
経
ヲ
読
諦
ス
。
食
物
失
ヌ
レ

　
　
　
バ
、
マ
タ
里
二
出
デ
テ
居
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
経
ヲ
読
ム
事
不
怠
ズ
。

　
　
　
（
『
今
昔
』
十
三
・
１
４
）

　
　
○
身
難
在
俗
。
作
法
似
僧
。
依
之
時
人
称
翁
和
尚
。
其
心
清
浄
。
遠
離
詔

　
　
　
曲
。
持
法
華
経
。
渇
仰
頂
戴
。
若
有
食
料
。
随
身
往
至
空
閑
静
処
。
昼

　
　
　
夜
読
謂
妙
法
花
経
。
若
食
尽
失
。
又
出
里
辺
。
随
便
読
経
。
糠
食
出
来
。

　
　
　
又
入
静
所
。
如
是
受
持
読
諦
法
華
（
『
法
華
』
ｍ
）

　
右
の
例
で
は
、
傍
線
部
の
「
鎗
ノ
思
ヒ
無
シ
」
「
不
異
ズ
」
な
ど
の
否
定
表

現
が
増
補
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
日
夜
」
に
「
読
謂
」
し
「
所
行
貴
キ
」
と
い
う

翁
の
、
僧
と
し
て
の
資
質
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
衣
食
ノ
便
無
ク
シ
テ
」

「
乏
キ
事
無
限
シ
」
で
、
そ
の
生
活
ぶ
り
を
際
だ
た
せ
つ
つ
、
「
経
ヲ
読
ム
事
不

怠
ズ
」
を
対
比
的
に
配
し
て
、
法
華
経
へ
の
信
仰
を
印
象
づ
け
て
い
る
。

　
　
○
暫
ク
、
阿
閣
梨
ノ
法
花
経
諦
ス
ル
聞
テ
、
即
チ
、
阿
闇
梨
、
奇
異
ク
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇

　
　
　
テ
、
「
何
コ
ヘ
行
ヌ
ル
ゾ
ト
」
思
テ
求
ル
ニ
、
更
二
無
シ
。
遂
二
誰
ト

　
　
　
不
知
ザ
ル
ニ
依
テ
、
「
天
童
ノ
下
テ
我
レ
ヲ
讃
ム
ル
也
ケ
リ
ト
」
知
テ
、

　
　
　
貴
ブ
事
無
限
シ
。
（
『
今
昔
』
十
二
・
３
７
）

　
　
○
如
是
讃
嘆
聴
法
華
経
（
『
法
華
』
８
７
）

右
は
、
前
の
部
分
に
法
華
経
を
諦
し
た
天
童
を
「
何
ヨ
リ
来
レ
ル
人
ト
不
知
ズ

シ
テ
」
（
こ
の
部
分
『
法
華
』
で
は
「
天
童
」
と
あ
る
）
と
し
て
い
る
の
を
承

け
た
例
で
あ
る
。
作
者
の
目
で
始
め
か
ら
「
天
童
」
と
記
し
て
い
る
『
法
華
』

に
対
し
て
、
『
今
昔
』
で
は
阿
閣
梨
の
立
場
か
ら
そ
の
人
を
「
無
シ
」
「
不
知
ザ

ル
」
と
し
最
後
に
「
天
童
」
で
あ
っ
た
と
気
付
く
の
で
あ
り
、
人
物
の
思
考
展

開
に
即
し
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
否
定
表
現
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
積
み
重
ね
は
、
次
の
よ
う
に
、

『
法
華
』
の
直
訳
部
分
に
見
ら
れ
、
こ
れ
を
『
今
昔
』
で
は
増
補
の
部
分
に
も

活
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
○
若
ヨ
リ
法
花
経
ヲ
受
ケ
習
テ
、
昼
ル
六
部
、
夜
ル
六
部
、
日
夜
二
一
二

　
　
　
部
ヲ
諦
ス
ル
事
ヲ
不
閾
ズ
。
出
家
ノ
後
、
住
所
ヲ
不
定
シ
テ
、
一
所
二

　
　
　
二
宿
ス
ル
事
無
シ
。
況
ヤ
、
蕎
ヲ
造
ル
事
無
シ
。
此
レ
ニ
依
テ
一
宿
聖

　
　
　
人
ト
ハ
云
フ
也
ケ
リ
（
『
今
昔
』
十
三
・
２
４
）

　
　
○
日
諦
六
部
。
夜
諦
六
部
。
日
夜
十
二
部
。
更
無
退
欠
。
出
家
入
道
。
発

　
　
　
心
以
来
不
定
住
処
。
猶
於
一
所
不
運
両
夜
。
況
結
庵
住
哉
（
『
法
華
』

　
　
　
６
８
）



　
肯
定
表
現
と
否
定
表
現
と
の
対
比
に
よ
る
場
合

　
¢
は
否
定
表
現
を
受
け
て
同
じ
内
容
を
否
定
表
現
で
繰
り
返
す
も
の
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
、
出
典
に
あ
る
肯
定
表
現
と
同
じ
内
容
を
、
否
定
表
現
で
繰
り

返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
容
を
補
足
し
て
明
確
に
し
た
り
、
強
調
し
た
り
す
る

も
の
で
あ
る
。
（
：
－
－
－
－
線
部
が
対
比
さ
れ
る
肯
定
表
現
）

　
　
〇
一
人
ノ
気
高
キ
俗
有
リ
。
其
ノ
形
只
人
ト
不
見
ズ
。
人
ノ
体
ヲ
見
ル
ニ
、

　
　
　
梵
天
・
帝
釈
二
似
タ
リ
（
『
今
昔
』
十
三
・
７
）

　
　
○
有
一
丈
夫
。
形
似
帝
釈
（
『
法
華
』
２
３
）

右
の
例
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
否
定
表
現
に
よ
っ
て
意
味
を
限
定
し
、
肯
定
表
現

の
「
帝
釈
に
似
た
り
」
を
導
く
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
　
○
音
、
我
ガ
妻
ニ
テ
有
レ
バ
、
「
彼
ハ
我
ガ
妻
ニ
ハ
非
デ
、
異
人
〃
ノ
臥

　
　
　
タ
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
ル
」
ト
思
テ
…
…
（
『
今
昔
』
二
十
六
・
４
）

　
　
○
こ
ゑ
の
、
わ
が
妻
に
て
あ
り
け
れ
ば
、
こ
と
人
々
の
ふ
し
た
み
に
■
ぞ

　
　
　
と
思
て
…
…
（
『
宇
治
』
２
９
）

右
の
例
は
、
声
を
上
げ
た
の
が
妻
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
間
男
の
相
手
は
妻
で

な
く
「
異
人
々
」
で
あ
っ
た
の
だ
と
気
づ
く
場
面
で
あ
る
。
相
手
を
我
が
妻
と

予
測
し
て
い
た
夫
の
立
場
か
ら
の
補
足
で
あ
る
。

　
　
○
「
此
ノ
浅
キ
道
ハ
タ
否
不
被
知
。
我
ノ
ミ
コ
ソ
知
リ
タ
レ
。
…
…
」

　
　
　
（
『
今
昔
』
二
十
五
・
９
）

　
　
○
「
浅
道
を
ば
、
わ
加
ば
か
引
こ
そ
知
り
た
れ
。
（
『
宇
治
』
閉
）

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

右
の
例
で
は
、
「
我
ノ
ミ
」
と
す
る
限
定
を
、
否
定
表
現
に
よ
っ
て
強
調
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
今
昔
』
の
否
定
表
現
が
、
出
典
に
あ
る
肯
定
表
現
と
同

内
容
の
増
補
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
例
は
、
『
宇
治
』
関
連
説
話
で
約
五
例
、
『
法

華
』
依
拠
説
話
で
約
一
八
例
が
あ
る
。

　
ま
た
、
次
の
例
は
、
逆
に
否
定
表
現
に
対
し
て
肯
定
表
現
「
忘
ヌ
」
を
補
足

し
た
例
で
あ
る
。

　
　
○
此
ノ
地
蔵
菩
薩
ヲ
造
奉
テ
マ
ツ
ル
事
ヲ
モ
、
不
知
ズ
シ
テ
忘
ヌ
。
（
『
今

　
　
　
昔
』
十
七
・
２
５
）

　
　
○
佛
の
事
を
も
佛
師
を
も
し
ら
で
、
…
…
（
『
宇
治
』
４
５
）

　
以
上
の
よ
う
な
否
定
表
現
の
増
補
は
、
出
典
の
内
容
だ
け
で
は
述
べ
足
り
な

い
部
分
に
対
し
て
、
文
脈
に
即
し
た
十
全
の
表
現
を
志
向
し
た
結
果
で
あ
り
、

『
今
昔
』
の
方
法
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
２
）
印
象
的
効
果

　
以
上
述
べ
た
否
定
表
現
に
対
し
て
、
「
事
無
限
シ
」
「
事
疑
ヒ
無
シ
」
な
ど
の

慣
用
句
的
な
否
定
表
現
は
『
今
昔
』
の
特
徴
的
な
表
現
と
し
て
特
に
注
意
を
要

す
る
。
『
法
華
』
依
拠
説
話
で
こ
れ
ら
は
大
半
が
増
補
さ
れ
た
も
の
で
、
「
疑
ヒ

無
シ
」
で
は
全
一
九
例
中
一
七
例
が
、
「
事
無
限
シ
」
で
は
全
八
八
例
中
八
五

例
が
増
補
の
用
例
で
あ
る
。
ま
た
、
『
宇
治
』
関
連
説
話
で
も
、
「
こ
と
か
ぎ
り

な
し
」
は
全
四
二
例
中
三
十
例
が
増
補
部
分
に
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
一



　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

と
、
「
事
無
限
シ
」
は
単
に
説
話
の
常
套
的
表
現
と
い
う
域
を
越
え
て
、
『
今

昔
』
編
者
が
意
図
し
て
用
い
た
否
定
表
現
の
典
型
的
な
も
の
と
見
な
し
得
る
。

　
『
今
昔
』
の
「
事
無
限
シ
」
が
、
物
語
展
開
の
重
要
な
発
端
・
契
機
・
見
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

場
・
や
ま
場
で
用
い
ら
れ
る
強
調
表
現
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
小
峯
和
明
氏

に
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
稿
者
は
、
次
の
よ
う
に
、
こ
の
表
現
が
段
落

の
最
後
（
別
段
落
の
直
前
）
に
増
補
さ
れ
る
用
例
が
多
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
　
○
…
…
十
鹸
年
ノ
問
二
余
万
部
ヲ
諦
シ
ツ
。
寺
ノ
内
ノ
上
中
下
ノ
人
此
レ

　
　
　
ヲ
見
テ
皆
貴
ビ
讃
ル
事
無
限
シ
。

　
　
　
　
而
ル
問
、
此
ノ
僧
亦
何
ガ
思
ヒ
返
シ
ケ
ム
、
本
国
二
返
リ
下
テ
、
家

　
　
　
二
有
テ
世
ヲ
渡
ル
事
、
本
ノ
如
ク
也
。
（
『
今
昔
』
十
三
・
３
１
）

　
　
○
暗
謂
法
華
。
運
十
余
年
。
諦
二
万
部
。
寺
中
上
下
皆
生
随
喜
。
此
僧
又

　
　
　
下
本
国
。
如
昔
与
本
妻
子
相
共
経
営
世
間
。
（
『
法
華
』
６
２
）

　
　
○
車
ヲ
掻
下
シ
テ
、
楊
ヲ
立
テ
、
車
ノ
簾
ヲ
巻
キ
上
テ
見
給
ヘ
バ
、
実
二

　
　
　
木
ノ
末
二
仏
在
マ
ス
、
金
色
ノ
光
ヲ
放
テ
、
空
ヨ
リ
様
々
ノ
花
ヲ
降
ス

　
　
　
事
雨
ノ
如
シ
。
見
二
、
実
二
貴
キ
事
無
限
シ
。

　
　
　
　
而
ル
ニ
、
大
臣
頗
ル
惟
ク
思
工
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
仏
二
向
テ
、
目
ヲ
モ

　
　
　
不
瞬
ズ
シ
テ
、
一
時
許
守
リ
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
…
（
『
今
昔
』
二
十
・
３
）

　
　
○
…
…
車
か
け
は
づ
し
て
、
楊
を
た
て
て
、
梢
を
、
め
も
た
・
か
ず
、
あ

　
　
　
か
ら
め
も
せ
ず
し
て
、
ま
も
り
て
、
一
時
斗
お
は
す
る
に
、
、

　
　
　
（
『
宇
治
』
３
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
一
一

右
の
用
法
の
例
を
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
段
落
分
け
に
基
づ
き
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
○

後
段
落
の
接
続
語
句
の
前
に
来
る
例
を
数
え
る
と
、
（
表
６
）
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
段
落
を
繋
ぐ
語
句
が
無
く
て
も
大
系
本
が
別
段
落
に
し
た
例
は
別
に
数

え
、
括
弧
内
に
は
、
そ
の
中
の
増
補
に
よ
る
用
例
数
を
示
し
て
お
い
た
。

（
表
６
）
　
「
事
無
限
シ
」
の
接
続
語
句
の
有
無
に
よ
る
分
類

接
続
語
句
の
直
前

接
続
語
句
無
し

合

計

『
法
華
』
依
拠
説
話

二
九
例
（
二
三
例
）

十
五
例
（
十
四
例
）

四
四
例
（
三
七
例
）

『
宇
治
』
関
連
説
話

九
例
（
七
例
）

四
例
（
四
例
）

十
三
例
（
十
一
例
）

こ
れ
を
、
段
落
末
の
用
例
の
中
で
増
補
の
例
の
占
め
る
比
率
と
い
う
面
か
ら
見

る
と
、
『
法
華
』
依
拠
説
話
で
四
四
例
中
の
三
七
例
（
八
四
％
）
、
『
宇
治
』
関

連
説
話
で
二
二
例
注
十
一
例
（
八
四
％
）
が
増
補
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

段
落
末
の
用
法
は
大
半
が
増
補
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「
事
無
限
シ
」
の
全
増
補
例
に
対
し
て
、
括
弧
内
で
示
し
た
こ
の
用
法

の
増
補
例
が
占
め
る
割
合
を
見
る
と
、
『
法
華
』
依
拠
説
話
で
四
三
％
（
八
五

例
中
三
七
例
）
、
『
宇
治
』
関
連
説
話
で
三
六
％
（
三
十
例
中
十
一
例
）
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
増
補
に
お
い
て
は
段
落
末
の
用
法
が
付
加
さ
れ
る
事
が
多

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
＠

　
稿
者
は
か
っ
て
「
事
無
限
シ
」
が
漢
文
訓
読
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
『
白
氏



文
集
』
な
ど
の
影
響
で
本
邦
の
和
文
体
や
漢
文
体
の
作
晶
に
も
用
い
ら
れ
る
に

至
っ
た
経
緯
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
用
言
を
「
事
」

で
締
め
く
く
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
主
語
と
し
つ
っ
「
無
限
シ
」
と
述
語
を
終
止

形
で
結
ぶ
語
法
で
あ
り
、
本
来
、
和
文
に
な
か
っ
た
大
き
く
「
切
れ
る
」
文
脈

を
つ
く
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
漢
文
訓
読
調
の
強
調
的
な
語
法
で
あ

り
、
軍
記
や
説
話
に
お
け
る
力
強
い
抑
揚
の
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
に
は
好
適
の

も
の
で
あ
っ
た
。
『
今
昔
』
編
者
は
、
段
落
末
尾
に
「
事
無
限
シ
」
を
増
補
し

て
締
め
く
く
り
、
段
落
の
末
尾
を
よ
り
印
象
的
に
結
ぶ
こ
と
を
意
図
し
た
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
『
今
昔
』
編
者
は
、
そ
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ
「
事
無
限

シ
」
で
段
落
を
終
わ
る
と
と
も
に
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
次
段
落
に
「
而
ル

問
」
な
ど
の
接
続
語
句
を
も
多
く
増
補
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

場
面
の
盛
り
上
が
り
の
頂
点
が
段
落
の
切
れ
目
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
段

落
ご
と
の
印
象
も
よ
り
明
確
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
編
者
の
文
章
構
成

上
の
創
造
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
『
今
昔
』
の
否
定
表
現
を
取
り
上
げ
、
出
典
や
関
連
説
話
の
表

現
と
比
較
し
て
多
量
の
否
定
表
現
が
増
補
さ
れ
て
い
る
事
実
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
「
対
句
的
な
リ
ズ
ム
」
「
内
容
の
補
足
」
「
印
象
的
効
果
」
な
ど
を
造
る

方
法
と
し
て
独
自
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

な
編
者
の
方
法
が
『
法
華
』
な
ど
の
特
徴
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
本

論
で
も
指
摘
し
得
た
か
と
思
う
が
、
「
事
無
限
シ
」
の
用
法
な
ど
、
出
典
と
関

わ
ら
ず
『
今
昔
』
編
者
の
個
性
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
面
が
多
い
こ
と
も

わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
今
昔
』
編
者
の
文
体
意
識
は
、
『
法
華
』
を
背
景
に

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
面
も
多
い
が
、
そ
れ
を
自
在
に
用
い
る

と
こ
ろ
に
『
今
昔
』
編
者
に
よ
る
独
創
面
も
現
れ
て
く
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
『
法
華
』
以
外
で
も
影
響
が
考
え
ら
れ
る
文
献
を
探
し
て
い
く
と
と

も
に
、
編
者
の
独
創
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

注
¢
　
拙
稿
「
今
昔
物
語
集
の
翻
訳
語
に
つ
い
て
」
一
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
十
一
　
平

　
成
二
年
十
二
月
和
泉
書
院
）
、
拙
稿
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
と
法
華
験
記

　
『
更
二
無
シ
』
を
め
く
っ
て
　
　
」
一
『
国
語
学
』
ｍ
集
　
平
成
五
年
六
月
一
な
と
が

　
あ
る
。
ま
た
、
青
木
毅
「
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
動
詞
句
『
老
二
臨
ム
』
の
性

　
格
に
つ
い
て
　
　
『
法
華
験
記
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
　
　
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研

　
究
』
第
十
六
輯
　
平
成
五
年
五
月
）
な
ど
も
、
こ
の
点
を
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
『
法
華
験
記
』
依
拠
説
話
は
次
の

も
の
で
あ
る
。
巻
十
二
（
２
８
・
３
２
・
３
３
・
３
６
・
３
７
・
３
８
・
３
９
・
４
０
）
士
二
一
１
・
２

　
一
３
一
４
一
５
一
６
一
７
一
８
一
９
一
〇
一
－
一
３
一
４
一
５
一
６
一
７
一
８
一
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
’
　
　
　
１
■
’
　
　
　
１
↓
　
　
　
　
１
　
　
　
　
ー
ユ
　
　
　
　
ー
■
　
　
　
　
１
上
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１
■

　
一
〇
一
－
一
２
一
３
一
４
一
５
一
６
一
７
一
８
一
９
０
一
－
一
２
一
３
一
４
一
５

　
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
．
３
３
３
３
３
３

　
・
３
６
・
３
７
・
３
９
・
４
０
・
４
１
・
４
２
・
４
４
）
十
四
（
２
・
３
・
５
・
６
・
７
・
９
・
１
０
・

　
１
２
・
１
３
・
１
４
・
１
５
・
１
６
・
１
７
・
１
８
・
１
９
・
２
０
・
２
１
・
２
２
・
２
３
・
２
４
・
２
５
）
十
五
（
ｕ

　
・
１
２
・
２
８
・
２
９
・
３
０
・
３
５
・
４
０
・
４
３
・
４
４
・
４
５
・
４
６
）
十
六
（
３
・
４
・
５
・
６
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
三



今
昔
物
語
集
の
否
定
表
現

　
１
６
・
２
５
・
２
６
・
３
５
・
３
６
）
十
七
（
３
９
・
４
０
・
４
１
・
４
２
）

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
関
連
説
話
は
次
の

　
も
の
で
あ
る
。
四
（
６
）
五
（
１
・
１
８
）
九
（
１
３
・
１
８
）
十
（
１
０
・
ｕ
．
１
５
．
３
６
）

　
十
四
（
２
９
・
３
５
）
十
五
（
４
・
２
２
）
十
六
（
７
・
１
９
）
十
七
（
２
４
・
２
５
）
十
九
（
２

　
・
１
２
・
１
３
・
２
０
・
３
１
・
４
０
）
二
十
（
３
・
１
２
・
１
３
・
１
９
・
３
４
・
３
９
・
４
３
．
４
４
）
二
三

　
（
１
５
・
１
６
・
２
０
・
２
］
・
２
２
・
２
４
）
二
四
（
１
８
・
２
２
・
４
３
・
５
５
・
５
６
）
二
五
（
７
．
９
）

　
二
六
（
４
・
１
０
・
１
３
・
１
５
・
１
７
）
二
七
（
２
・
２
６
・
４
２
）
二
八
（
６
・
２
０
．
２
１
．
２
３

　
・
２
４
・
３
０
）
三
一
（
ｕ
・
２
５
・
２
９
）

　
　
『
日
本
霊
異
記
』
『
田
氏
家
集
』
『
将
門
記
」
『
陸
奥
話
記
』
『
権
記
』
『
高
山
寺
本
古

　
往
来
－
に
つ
い
て
は
、
浅
野
敏
彦
「
平
安
時
代
識
字
層
が
用
い
た
漢
字
　
　
「
古
典

　
対
照
漢
字
表
」
の
作
成
　
　
」
（
第
二
二
一
二
回
同
志
社
国
語
学
研
究
会
の
口
頭
発
表

　
の
資
料
に
よ
る
〔
平
成
五
年
一
月
〕
）
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
『
東
大
寺
諏
諦
文
稿
』
は
柴
田
雅
生
「
『
東
大
寺
誤
謂
文
稿
』
」
（
『
漢
字
講
座

　
５
　
古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
明
治
書
院
　
昭
和
六
三
年
四
月
）
に
よ
る
。
『
本
朝

　
文
粋
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『
本
朝
法
華
験
記
』
に
つ
い
て
は
、
新
日
本
古
典
文
学

　
大
系
・
日
本
思
想
大
系
に
よ
っ
て
稿
者
自
身
が
デ
ー
タ
を
作
っ
た
。
『
古
事
記
』
は
、

　
小
林
芳
規
「
古
事
記
音
訓
表
（
下
）
」
（
『
文
学
』
昭
和
五
四
年
一
一
月
）
、
『
日
本
書

　
紀
』
は
白
藤
程
幸
「
日
本
書
紀
の
字
彙
に
つ
い
て
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科

　
学
紀
要
』
昭
和
五
六
年
三
月
）
、
『
風
土
記
－
は
白
藤
彊
幸
「
風
土
記
漢
字
頻
度
調

　
査
」
（
『
論
集
上
代
文
学
ｕ
』
）
、
『
尾
張
国
解
文
』
は
「
『
尾
張
国
解
文
』
宝
生
本
に
お

　
け
る
漢
字
に
つ
い
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
７
６
）
、
『
御
堂
関
白
記
』
は
、
前
田

　
富
祓
「
記
録
の
漢
字
」
（
『
漢
字
講
座
５
　
古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
明
治
書
院
　
昭

　
和
六
三
年
四
月
）
に
よ
る
。

＠
　
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
（
塙
書
房
　
昭
和
三
七
年
九
月
）
に
、

　
『
古
事
記
』
は
序
文
以
外
は
漢
籍
に
よ
る
潤
色
が
少
な
い
の
に
対
し
て
、
百
本
書

　
紀
』
に
は
数
多
の
漢
籍
の
潤
色
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

三
〇
四

　
　
小
島
憲
之
前
掲
書
に
は
、
『
常
陸
風
土
記
』
に
、
六
朝
文
学
の
四
六
雛
麗
体
を
学

　
ん
だ
文
章
や
、
『
文
選
』
に
典
拠
の
あ
る
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

　
れ
て
い
る
。

＠
　
小
川
輝
男
「
否
定
表
現
の
原
理
」
（
『
文
教
国
文
学
－
１
４
　
昭
和
五
九
年
二
月
）

¢
原
重
一
「
国
語
に
於
け
る
否
定
の
機
能
」
（
『
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
』
８
１
２

　
昭
和
四
八
年
一
一
月
）

＠
　
小
山
登
久
「
変
体
漢
文
の
文
体
史
」
（
『
講
座
日
本
語
学
－
７
　
文
体
史
－
　
明
治

　
書
院
　
昭
和
五
七
年
八
月
）
は
、
本
書
が
四
六
耕
麗
体
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す

　
る
。
ま
た
、
峰
岸
明
『
変
体
漢
文
』
（
国
語
学
叢
書
ｕ
　
東
京
堂
出
版
）
は
本
書
に

　
は
漢
文
調
の
影
響
が
著
し
く
、
四
字
句
を
使
用
す
る
点
に
、
仏
典
の
偶
の
影
響
が
あ

　
る
と
推
定
し
て
い
る
。

　
　
注
¢
の
論
文
を
参
照
。

＠
　
小
峯
和
明
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
（
笠
間
書
院
　
昭
和
六
〇
年
一
一
月
）

◎
　
『
宇
治
』
で
別
段
落
に
続
く
例
は
、
「
接
続
詞
無
し
」
五
例
、
「
接
続
詞
有
り
」
４

　
例
（
さ
て
二
、
か
や
う
に
一
、
こ
こ
に
一
、
か
か
る
程
に
一
）
、
説
話
末
一
例
な
ど

　
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
今
昔
』
の
『
法
華
－
依
拠
説
話
で
は
、
「
接
続
詞
無

　
し
」
四
五
例
、
「
接
続
詞
有
り
」
（
然
る
間
三
二
、
其
の
後
一
八
、
然
れ
ば
九
、
然
る

　
に
六
、
然
れ
ど
も
四
、
其
の
時
に
四
、
其
の
夜
三
、
亦
三
、
然
て
二
、
但
し
二
）
な

　
ど
が
見
ら
れ
る
。
『
宇
治
』
で
は
単
純
な
接
続
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
今
昔
』
の
接

　
続
詞
は
、
時
間
経
過
や
論
理
展
開
の
面
で
、
大
き
な
切
れ
目
が
感
じ
ら
れ
る
。

＠
拙
稿
「
「
事
限
り
無
し
』
考
」
（
『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
－
第
１
７
号
平
成

　
二
年
二
一
月
）
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